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2点の座標、円曲線の場合は中心の座標と半径が設計変数となる。また、 (r -1)次多項式であれば、 r
点の座標が設計変数となる。多項式による曲線近似は、ラグランジュ補間で行うことができる。
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( 3) 0.0 
ごごで、 ~Xi は、




デルの場合はそれが顕著に表われる。図-4は、ある連続体 49 50 51 
の形状最適化の収束の過程を示したものである。縦軸が目的 図 5.b g-xの関係 (0.2きざみ〉
関数の値で、横軸が繰り返し回数であり、工業最適設計では常識的な ~=0.01(実線)と比較的大きい
O. 05 (点線)の場合を比較している。図より明らかに、ステップ幅の大きい s=0.05の場合の方が
収束は良い。それは、形状に関する値を設計変数に選ぶ時、その変数に対する構造物の挙動が連続的で無い
ごとによる。図-5. a、bは、図-4と同じ問題において、応力に関する制約条件g1 ~g 4と設計変数
との関係を示したものである。設計変数の値の間隔を大きくとった図-5. aでは、すべて単調減少的な挙
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